
▼

-1-

一
一
史
料
の
問
題
点

由
利
郡
小
国
村
は
元
和
八
年
二
六
一
三
）
ま
で
は
最
上
領
で
、
翌
九
年
か
ら
は
旗
本
仁
賀

保
領
で
あ
っ
た
。
正
保
四
年
二
六
四
七
）
「
出
羽
国
一
国
絵
図
」
に
は
下
小
国
村
五
○

○
石
、
小
国
村
四
九
石
と
あ
り
、
享
保
一
六
年
（
一
七
三
二
「
出
羽
国
秋
田
領
郷
帳
」

本
稿
は
天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
、
出
羽
同
由
利
郡
小
国
村
（
現
同
郡
仁
武
保
町
小
国
）

の
百
姓
の
江
戸
出
訴
を
め
ぐ
る
一
史
料
の
紹
介
で
あ
る
。

近
世
に
お
け
る
由
利
郡
潴
領
に
お
け
る
百
姓
一
撲
、
打
こ
わ
し
の
研
究
は
・
延
宝
五
年

（
０
８
｝

（
一
六
七
七
）
の
矢
島
騒
動
以
外
は
、
個
別
の
一
摸
に
つ
い
て
ま
だ
十
分
な
調
査
研
究
が

お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
と
は
い
い
が
た
い
。

し
か
し
こ
れ
ま
で
あ
き
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
こ
の
地
方
の
近
世
資
料
の
内
容
や
、
そ
の

政
治
動
向
な
ど
を
み
る
と
き
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
れ
て
い
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
を
と
っ
た

農
民
、
漁
民
の
動
き
が
あ
っ
た
も
の
の
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
解
明
は
今
後
に
ま
た
ね
ば

ら
な
い
点
が
多
い
。

本
稿
で
の
べ
る
天
保
七
年
の
江
戸
出
訴
一
件
は
、
一
九
七
二
年
刊
行
の
『
仁
賀
保
町
誌
』

に
も
記
城
が
な
く
、
青
木
虹
一
著
『
百
姓
一
撲
綜
合
年
表
』
（
三
一
番
房
、
一
九
七
一
年
）

に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
・

筆
者
の
こ
の
小
国
村
一
件
に
つ
い
て
の
調
査
は
な
お
十
分
で
は
な
い
が
、
今
後
の
解
明

を
進
め
て
い
く
上
で
の
一
素
材
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
に
す
る
。

注

（
１
）
｝
易
一
撲
に
は
『
矢
島
町
史
』
、
『
矢
島
藩
史
』
な
ど
に
も
か
な
り
詳
細
に
の
べ

ら
れ
て
い
る
の
が
、
な
お
幾
つ
か
の
面
か
ら
そ
の
全
体
像
、
と
く
に
藩
政
と
の
か
か

わ
り
あ
い
な
ど
も
含
め
て
追
求
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
は
じ
め
に

天
保
七
年
由
利
郡
小
国
村
百
姓
江
戸
出
訴
一
件
に
つ
い
て

＆
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で
は
下
国
村
五
○
○
石
八
斗
七
升
六
合
、
小
国
村
四
九
石
七
斗
四
升
と
あ
り
、
幕
府
の

天
保
郷
帳
で
は
小
国
村
五
三
二
石
三
斗
一
升
四
合
九
夕
と
一
村
と
し
て
表
示
さ
れ
て
い
る

が
、
後
述
の
史
料
の
中
に
も
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
二
ヶ
村
よ
り
成
立
っ
て
い
た

（
１
）

と
み
ら
れ
る
。

以
下
に
紹
介
す
る
史
料
は
由
利
郡
矢
島
町
の
大
井
文
書
中
の
一
点
で
あ
る
。
同
家
の
御

配
慮
に
よ
っ
て
調
査
を
お
こ
な
っ
た
の
は
一
九
七
三
年
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、

現
在
ま
で
こ
の
一
件
関
係
の
も
の
が
他
で
も
見
出
せ
な
い
か
と
調
査
を
進
め
て
き
た
が
、

見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
に
い
る
。

こ
の
史
料
の
あ
っ
た
矢
島
町
は
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
○
）
以
降
は
生
駒
氏
領
な
の
で
、

別
の
支
配
に
属
す
る
の
だ
が
、
史
料
の
中
に
、
一
件
の
さ
い
農
民
を
押
え
る
た
め
に
、
矢

島
か
ら
役
人
の
応
援
を
求
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
大
井
氏
は
領

主
岩
城
氏
の
財
政
面
に
深
く
関
与
し
て
い
た
関
係
な
ど
か
ら
、
他
領
の
事
件
と
は
云
え
、

天
保
期
前
後
こ
う
し
た
農
民
の
動
向
に
は
や
は
り
強
い
関
心
を
は
ら
っ
て
い
た
こ
と
が
、

こ
う
し
た
一
件
を
書
留
め
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

こ
の
願
書
（
写
）
は
、
天
保
三
年
二
八
三
二
）
が
凶
作
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
の
べ
は

じ
め
て
お
り
、
翌
四
年
の
奥
羽
一
帯
を
お
そ
っ
た
大
凶
作
の
さ
い
は
、
年
貢
米
一
二
○
○

俵
の
う
ち
四
六
○
俵
と
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
余
の
引
米
を
生
じ
、
翌
五
年
も
結
局
虫
害
に

よ
っ
て
三
年
連
続
の
凶
作
が
農
民
を
苦
境
に
お
と
し
入
れ
、
種
々
折
衝
の
末
、
減
免
な
ど

農
民
の
負
担
軽
減
を
は
か
る
こ
と
を
領
主
側
が
約
束
し
て
お
き
な
が
ら
、
結
局
そ
れ
を
守
ら

ず
、
か
え
っ
て
反
撃
に
で
て
農
民
を
弾
圧
す
る
態
度
に
で
た
こ
と
が
、
天
保
七
年
江
戸
出

（
２
）

訴
、
時
の
老
中
大
久
保
（
忠
真
）
加
賀
守
へ
の
駕
寵
訴
と
な
っ
た
次
第
を
伝
え
て
い
る
。

こ
の
大
久
保
加
賀
守
と
は
、
相
模
国
小
田
原
藩
主
大
久
保
忠
真
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は

文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
幕
府
の
老
中
と
な
り
、
天
保
五
年
二
八
三
四
）
三
月
、
老
中

と
し
て
勝
手
掛
と
な
っ
て
、
幕
閣
の
中
枢
を
担
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
出
訴
上
京
し

た
農
民
が
そ
の
目
標
を
誰
に
定
め
る
か
に
つ
い
て
た
し
か
な
判
断
を
し
、
行
動
し
た
こ
と

高
橋
秀
夫

（
一
九
八
○
年
一
○
月
三
一
日
受
理
）
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高橋秀夫

乍
恐
以
神
付
御
歎
願
泰
叩
上
候

仁
鋭
保
主
膳
知
行
所
、
出
羽
岡
由
利
郡
小
国
付
小
前
百
性
之
巷
典
奉
巾
上
候
、
当
村
碕

五
両
三
拾
打
二
而
、
軒
別
凡
七
拾
軒
余
、
其
外
名
、
正
壱
人
、
紺
砿
九
人
、
外
小
前
有
之
、

年
々
御
年
貢
米
千
弐
百
俵
余
上
納
仕
、
地
砿
所
御
代
々
仁
忠
ヲ
調
、
党
別
安
穏
一
一
両
性
相

続
仕
来
、
別
而
当
御
代
御
地
航
所
御
仁
恵
厚
、
雌
有
安
心
罷
在
候
、
尤
も
速
倒
之
儀
一
一
付
、

御
陣
尾
役
場
と
叩
物
、
御
本
家
仁
蹴
保
源
九
郎
様
御
知
行
所
、
岡
那
平
沢
村
院
内
二
有
之
、

私
共
御
地
砿
所
御
知
行
商
之
内
、
当
村
之
外
、
Ｍ
那
鈴
村
、
腿
磯
村
、
杉
山
村
三
ヶ
村
有

之
、
郁
合
四
ヶ
村
二
而
干
行
商
之
趣
、
当
村
は
半
商
余
の
村
〃
’
一
有
之
、
右
御
役
場
之
挺

ハ
元
々
大
庄
や
役
相
勤
塒
候
遠
田
四
郎
右
衛
門
と
叩
役
宅
二
而
、
外
誰
立
役
人
辿
も
無
之
、

前
々
一
通
之
獲
ハ
右
四
郎
右
衛
門
義
、
御
本
家
様
御
陣
殿
御
役
人
江
柑
縦
之
上
取
斗
二
杣

を
示
し
て
い
る
。

史
料
の
な
か
に
は
、
こ
の
地
の
代
官
遠
田
四
郎
右
衛
門
の
や
り
方
が
非
難
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
の
出
訴
が
小
国
村
一
村
の
範
囲
に
と
ど
ま
り
、
周
辺
の
村

々
と
の
利
害
が
一
致
し
て
連
帯
の
行
動
に
発
展
せ
ず
、
一
ヶ
村
の
み
の
出
訴
と
な
っ
て
い

る
こ
と
に
、
な
お
今
後
、
周
辺
村
々
の
こ
の
時
期
の
動
向
の
解
明
も
要
請
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

ま
た
『
仁
賀
保
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
当
時
領
主
仁
賀
保
右
京
（
千
石
家
）
の
代
官
は
遠

田
四
郎
右
衛
門
、
仁
賀
保
二
千
石
家
の
代
官
は
斉
藤
茂
右
衛
門
で
、
両
者
は
平
沢
村
の

同
一
場
所
に
陣
屋
を
お
い
て
い
た
が
、
天
保
七
年
末
か
八
年
の
は
じ
め
に
、
遠
田
四
郎
右

衛
門
の
方
が
鈴
村
の
方
に
新
設
移
極
し
、
年
代
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
郎
衛
右
門
が

そ
の
地
で
病
没
後
、
ま
た
も
と
の
平
沢
に
も
ど
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
史
料
に

も
み
ら
れ
る
よ
う
に
代
官
四
郎
右
衛
門
と
農
民
の
関
係
が
悪
化
し
、
は
っ
き
り
批
判
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
、
こ
の
農
民
出
訴
の
結
果
と
ら
れ
た
措
置
と
も
み
ら
れ

る
が
、
今
は
こ
の
間
の
い
き
さ
つ
を
論
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
・

注
（
１
）
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
』
５
、
秋
田
県
（
角
川
番
店
、
一
九
八
○
年
）
、
『
秋
田

県
の
地
名
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
○
年
）
、
『
仁
賀
保
町
誌
』
な
ど
に
よ
る
。

（
２
）
「
大
久
保
忠
真
」
〈
岡
本
堅
次
執
筆
〉
（
『
国
史
大
辞
典
』
２
、
吉
川
弘
文
館
、
一

九
八
○
年
）
に
よ
る
。

三
一
件
史
料
（
全
文
）

I

成
来
候
趣
承
伝
候
、
当
四
郎
右
衛
門
義
は
他
所
出
生
之
者
二
而
、
最
初
大
庄
や
役
相
勤
、

先
年
５
御
代
官
役
二
相
成
、
殊
之
外
権
成
強
ク
、
同
人
忰
儀
肋
と
申
大
庄
屋
役
相
勤
、
外

二
大
須
賀
兵
治
、
是
又
徒
土
格
二
而
下
役
と
申
、
右
四
郎
右
衛
門
親
子
望
は
何
事
も
取
斗

候
義
二
御
座
候
、
然
る
所
当
村
之
義
ハ
先
前
右
外
村
と
違
ひ
兼
々
困
窮
之
上
《
、
五
ヶ
年
以

前
、
去
辰
年
以
来
打
続
去
ル
未
の
年
迄
違
作
一
一
付
、
惣
百
姓
一
同
困
窮
二
落
入
、
此
節
一
一
至

而
老
人
、
小
供
等
迄
路
頭
ニ
か
か
ミ
餓
死
可
仕
外
無
御
座
、
依
之
難
渋
之
始
未
左
二
御
願

奉
申
上
候

天
保
三
辰
年
違
作
一
一
而
一
躰
半
毛
之
収
納
二
も
相
成
不
申
侯
処
、
御
年
貢
千
弐
百
俵
余

上
納
高
之
内
、
米
百
俵
余
御
引
米
有
之
候
得
と
も
、
上
納
辻
引
足
不
申
、
無
拠
不
納
人
も

有
之
、
村
役
人
方
二
而
手
段
ヲ
以
弁
納
取
斗
呉
、
其
上
夫
食
差
支
候
二
付
拝
借
相
願
候
処
、

翌
巳
年
春
二
相
成
、
漸
米
八
拾
俵
拝
借
二
相
成
、
格
別
之
困
窮
人
々
二
配
当
有
之
、
中
々

以
一
統
凌
方
相
成
不
申
候
間
、
銘
々
家
財
等
迄
売
し
ろ
か
へ
夫
喰
買
入
取
続
罷
在
候
所
、

尚
又
翌
巳
年
は
稀
成
凶
作
一
一
而
、
村
方
二
分
通
程
も
収
納
有
之
候
処
、
是
又
上
納
高
米
千

弐
百
俵
程
之
内
、
米
四
百
六
十
俵
程
御
引
米
有
之
、
七
百
四
拾
俵
程
上
納
辻
、
何
分
ニ
モ

（
マ
マ
）

取
実
無
之
、
猶
更
夫
食
も
差
差
詰
候
二
付
、
拝
措
相
願
候
得
共
、
米
弐
百
俵
拝
借
二
相
成
、

此
米
之
内
前
辰
之
年
違
作
二
付
、
右
巳
之
春
拝
借
二
相
成
候
分
、
米
八
拾
俵
差
引
取
立
二
相

成
、
残
り
百
弐
拾
俵
程
之
分
、
同
年
御
年
貢
不
納
之
分
引
取
二
相
成
り
、
今
以
夫
食
之
手

当
無
之
、
銘
々
家
内
老
人
小
供
等
迄
飢
渇
二
及
候
程
之
仕
合
二
付
、
御
救
之
義
再
応
相
願

候
得
共
、
一
切
取
用
無
之
、
尤
囲
米
之
内
代
金
納
二
而
、
凡
代
金
弐
百
両
余
之
分
穀
数
御
下

米
一
一
相
成
、
且
は
外
二
て
雑
穀
買
入
、
或
は
草
木
之
根
葉
等
を
根
代
一
一
い
た
し
漸
々
露
命

取
繋
罷
在
、
其
上
雑
穀
等
迄
別
段
之
高
向
、
右
穀
代
上
納
金
共
二
困
窮
の
中
、
才
覚
手
段
差

支
、
擶
道
典
家
財
等
迄
売
、
代
官
却
而
寒
邪
の
凌
方
手
当
も
無
之
折
柄
、
翌
午
年
二
至
り

田
方
作
毛
一
旦
は
相
応
一
一
相
見
江
、
一
統
相
歓
罷
在
候
処
、
同
年
も
出
穂
の
節
熟
気
不
准
二

而
、
《
三
む
し
と
申
稲
実
虫
附
、
収
納
二
至
り
押
均
、
ン
六
分
半
程
取
実
有
之
、
右
御
年
貢
高
千

（
マ
マ
）

弍
俵
余
の
処
全
上
納
仕
候
義
二
有
之
、
猶
又
去
末
年
一
一
相
成
り
初
秋
の
剛
冷
気
強
、
其
上
大

風
雨
二
而
、
別
而
当
村
一
一
限
り
連
作
二
付
、
其
段
申
立
、
検
見
相
願
候
処
、
右
御
代
官
遠

田
四
郎
右
衛
門
、
其
外
出
役
毛
見
有
之
候
迄
二
而
、
御
年
貢
割
付
之
義
ハ
追
而
沙
汰
可
有

之
由
承
知
罷
在
、
追
々
苅
入
時
節
二
至
り
楢
又
大
風
吹
、
其
上
大
あ
ら
れ
降
り
、
籾
打
落
し

雌
渋
之
推
二
付
、
再
毛
見
相
噸
候
処
、
取
用
ひ
無
之
、
尤
上
納
高
之
内
右
毛
兇
取
の
外
、

米
拾
壱
俵
引
方
可
相
成
之
趣
沙
汰
有
之
、
其
後
苅
入
収
納
仕
候
処
、
田
地
壱
反
歩
、
稲
百

束
苅
、
此
御
年
貢
平
年
米
四
俵
収
之
所
、
苅
入
収
納
仕
候
得
と
も
、
米
壱
俵
位
取
上
候
場

所
多
分
有
之
、
其
余
壱
俵
半
、
或
は
弐
俵
位
迄
漸
取
上
仕
候
処
、
前
書
毛
見
之
上
御
年
貢
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天保七年由利郡小国村百姓江戸出訴一件について

削
付
有
之
候
は
、
前
排
千
弐
両
俵
上
納
辻
之
内
、
一
二
百
俵
余
の
別
方
二
相
成
、
残
り
八
百

．
八
拾
俵
余
の
上
納
辻
二
耐
、
右
四
俵
之
内
米
壱
俵
取
上
仕
候
場
所
二
は
壱
俵
半
引
力
二
州

成
、
弐
俵
半
之
上
納
辻
一
一
而
、
全
収
納
有
丈
ｔ
納
仕
候
而
も
琶
俵
半
宛
も
引
足
不
申
、
其

余
の
場
所
右
二
准
し
夫
々
割
付
有
之
候
得
と
も
、
右
何
様
多
分
之
上
納
辻
二
而
引
足
不
申
、

愚
味
之
百
姓
共
相
弁
し
兼
、
当
惑
至
極
之
儀
一
一
は
御
座
候
へ
共
、
打
様
川
付
二
相
成

候
上
ハ
致
〃
無
之
愛
と
奉
存
、
乍
去
御
米
一
二
両
俵
余
礎
も
拝
借
一
一
杣
成
候
ハ
、
、
右
御

↑
Ｉ

年
貢
削
付
通
皆
納
可
棚
成
投
と
、
其
段
紺
弧
批
〈
江
叩
止
候
処
、
名
主
猟
右
衛
門
江
も
相
談

之
上
、
右
四
郎
右
術
門
征
願
出
候
処
、
儀
肋
、
兵
沿
、
一
Ｍ
よ
り
も
厳
倣
察
当
有
之
、
村

役
人
子
・
空
一
而
右
収
納
〃
銘
々
得
と
取
調
叩
』
皿
へ
き
趣
叩
渡
有
之
、
右
取
調
有
之
候
処
、

剛
方
極
上
作
之
場
所
漸
二
雅
之
剛
面
有
之
、
此
分
ハ
九
六
分
通
卜
納
、
其
余
之
場
所
ハ
部

て
壱
分
池
之
上
納
辻
一
一
も
枡
も
仕
候
間
、
其
段
村
役
と
も
征
願
出
呉
候
処
、
被
叩
出
候
は
、

右
御
年
貢
は
毛
兇
之
上
夫
々
上
納
辻
削
付
候
儀
二
付
、
何
様
叩
立
候
と
も
決
而
取
肚
不
柑

成
趣
厳
倣
被
叩
渡
、
其
上
右
巳
の
と
し
拝
借
米
弐
百
俵
と
、
外
二
同
年
下
ヶ
米
一
一
州
成
候

代
金
凡
弐
百
両
余
之
処
、
上
納
賎
金
拾
両
未
進
有
之
を
、
一
百
と
も
是
又
去
冬
中
退
上
納

可
致
旨
申
渡
し
有
之
、
無
躰
之
始
末
難
渋
之
儀
一
一
付
、
椰
々
相
歓
キ
再
三
相
願
候
得
と
も
、

一
円
取
用
無
之
、
右
之
品
上
納
〃
手
当
ハ
勿
論
、
老
人
子
共
等
迄
路
砿
一
一
而
餓
死
可
致
之

外
無
御
座
、
当
惑
千
万
一
一
葬
候
始
末
、
秀
以
累
代
憐
悠
請
来
候
地
砿
所
御
膝
元
江
罷
出
鎚

り
不
申
外
無
御
座
躯
と
奉
存
、
既
去
末
十
月
中
銘
々
出
府
仕
、
小
前
百
性
惣
代
と
し
て
六

左
衛
門
、
与
惣
衛
門
、
与
右
衛
門
、
惣
兵
衛
井
差
添
人
と
し
て
与
惣
右
衛
門
、
平
右
衛

門
、
右
六
人
ら
右
之
趣
願
誹
相
認
、
地
頭
所
江
罷
出
、
御
救
米
分
被
下
抵
度
歎
願
出
候
処
、

願
苫
御
預
リ
ニ
相
成
、
右
之
村
役
人
共
を
も
呼
出
之
上
取
調
可
相
成
候
付
、
外
一
同
出
府

之
者
と
も
〈
、
早
々
帰
村
可
致
旨
申
渡
有
之
、
何
し
憐
慾
之
沙
汰
も
可
有
之
趣
一
一
而
、
外

一
同
之
者
と
も
儀
〈
州
村
仕
、
惣
代
之
者
と
も
江
戸
宿
屋
一
一
差
控
罷
在
候
処
、
代
官
四
郎

右
衛
門
井
二
私
共
村
方
名
、
王
弥
右
衛
門
、
組
頭
惣
左
衛
門
、
佐
治
右
衛
門
呼
出
二
而
、
同

士
一
月
中
出
府
仕
銘
々
御
取
調
受
候
処
、
村
役
人
井
二
惣
代
よ
り
申
立
候
義
〈
前
苫
有
躰

之
始
末
有
之
候
得
と
も
、
四
郎
右
衛
門
義
、
右
様
無
躰
之
取
斗
い
た
し
置
な
か
ら
、
彼
是

品
能
内
意
申
来
候
趣
一
一
而
、
同
人
役
義
立
会
地
頭
処
用
役
中
岻
庄
左
衛
門
、
筆
立
壱
人

別
厳
敷
糺
有
之
候
有
得
と
も
、
外
二
可
申
立
子
細
も
無
之
義
一
一
両
地
頭
所
よ
り
利
解
有
之
候

は
、
此
度
小
前
一
同
出
府
致
候
は
不
問
殊
二
国
一
兀
代
官
を
も
差
越
候
義
二
付
、
表
向
之

取
上
二
は
不
相
成
、
乍
併
惣
百
性
困
窮
之
始
末
尤
二
御
聞
届
有
之
上
ハ
、
巳
年
拝
借
米
井

二
御
下
米
代
未
進
等
之
分
追
而
上
納
可
仕
、
且
又
去
末
年
貢
之
義
〈
割
付
二
不
拘
収
納
米

有
丈
限
り
上
納
致
候
〈
、
、
当
申
と
し
田
方
取
入
時
節
迄
之
義
〈
村
役
人
と
も
方
二
而
取
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、
夫
食
手
当
可
致
遮
筈
、
右
名
主
弥
右
衛
門
外
三
人
と
も
申
付
置
候
間
、
右
之
旨
相
心

僻
、
前
将
差
越
願
心
僻
違
相
弁
し
下
願
可
仕
旨
再
応
利
解
有
之
、
誠
一
一
以
御
仁
恵
厚
御
地

蚊
所
格
別
之
思
召
雛
有
奉
承
伏
、
右
夫
食
手
当
之
義
ハ
村
役
人
方
一
一
而
無
相
違
取
斗
呉
候

筈
、
右
惣
代
共
方
江
村
役
人
印
形
之
書
付
取
し
置
、
右
之
始
末
利
解
二
相
な
つ
み
願
下
仕

候
処
、
同
十
二
月
下
旬
、
噸
之
通
聞
済
二
相
成
、
当
正
月
右
小
前
惣
代
村
役
人
共
帰
村
仕

候
淀
二
而
、
其
以
前
右
未
御
年
貢
一
判
付
惣
高
八
百
八
拾
俵
余
之
内
、
惣
小
前
納
高
五
百

俵
余
之
所
、
収
納
米
有
丈
凡
弐
ｎ
余
之
分
は
、
去
未
十
二
月
限
上
納
仕
、
其
余
三
百
俵
程
之

義
ハ
何
レ
引
米
御
用
姶
二
州
成
、
猶
当
秋
作
収
納
迄
ハ
夫
食
御
救
米
義
ハ
、
村
役
人
共
方
二

（
マ
マ
）

而
手
当
取
斗
呉
候
筏
ハ
一
統
案
心
罷
在
候
処
、
当
三
月
上
旬
相
成
り
、
右
代
官
遠
田
四
郎

右
術
門
儀
、
地
砿
処
用
役
中
雌
庄
左
衛
門
同
道
二
而
帰
国
い
た
し
、
同
三
月
九
日
、
村
役

人
方
江
不
残
呼
出
叩
渡
有
之
候
は
、
去
冬
中
村
方
小
前
と
も
義
、
難
渋
願
と
て
江
戸
表

江
願
州
、
不
軽
義
一
一
付
、
地
砿
所
二
お
ゐ
て
取
調
之
上
、
御
公
辺
も
御
差
出
御
糺
明
を
も

可
有
之
処
、
地
頭
所
二
而
も
此
上
小
前
雌
渋
之
義
御
厭
有
之
、
右
之
願
下
御
聞
届
二
相
成

候
得
と
も
、
削
付
之
通
御
年
貢
不
杣
納
候
而
ハ
不
相
成
義
二
付
、
残
納
分
只
今
取
立
可
相

納
旨
被
叩
渡
候
趣
村
役
人
共
よ
り
沙
汰
有
之
一
統
承
る
、
又
江
戸
表
一
一
而
御
利
解
有
之
候

と
ハ
相
違
、
殊
一
一
右
米
収
納
方
有
丈
銘
々
上
納
致
候
上
は
、
元
方
全
く
夫
食
二
も
差
支
居

候
中
、
何
共
当
惑
難
渋
之
儀
一
一
付
、
其
段
歎
願
仕
候
得
と
も
取
用
無
之
、
不
納
壱
人
限
り

名
前
醤
上
候
様
被
申
付
候

無
残
書
付
差
出
候
所
、
銘
々
厳
敷
糺
明
可
有
之
趣
一
一
而
、
三
月
十
三
日
、
右
不
納
人
と

も
不
残
村
役
人
差
添
呼
出
二
相
成
、
右
四
郎
右
衛
門
、
庄
左
衛
門
、
其
外
儀
助
、
兵
治
、

一
同
立
会
申
渡
有
之
候
は
、
右
江
戸
表
地
頭
処
一
一
而
ハ
利
解
有
之
候
て
、
御
年
貢
割
付
之

通
有
丈
可
相
納
筈
之
所
、
不
納
罷
在
候
而
は
不
相
済
杯
と
前
書
利
解
請
書
を
も
差
出
置
候

一
一
相
ふ
れ
、
強
勢
不
当
之
始
末
、
全
相
違
之
義
と
ハ
奉
存
候
得
と
も
、
壱
人
た
り
と
も
否

申
候
は
、
如
何
様
無
躰
之
取
斗
一
一
逢
可
申
哉
も
難
斗
義
一
一
付
、
一
同
相
談
之
上
、
右
不
納

高
三
百
俵
之
内
、
米
五
拾
俵
以
代
金
上
納
可
仕
、
尚
残
米
之
義
ハ
何
分
猶
予
被
成
下
候
様
仕

度
相
願
候
得
と
も
、
取
用
ひ
無
之
、
可
納
米
無
之
候
は
、
田
畑
は
勿
論
、
農
馬
其
外
銘
々

所
持
之
品
々
不
残
売
払
上
納
可
致
旨
、
趣
追
々
厳
敷
被
申
渡
当
惑
罷
在
候
処
、
同
一
九
日
、

猶
又
惣
小
前
百
性
一
同
之
者
呼
出
有
之
、
右
四
郎
右
衛
門
、
庄
左
衛
門
、
其
外
一
同
立
会
、

殊
二
同
国
矢
嶋
御
陣
屋
生
駒
右
内
記
様
捕
方
重
立
弐
人
三
人
御
雇
頼
二
而
罷
越
居
、
右
不

納
人
猶
又
前
書
江
戸
表
江
出
府
致
候
も
の
誰
二
而
、
其
発
当
人
ニ
モ
可
是
有
杯
、
壱
人
別

凡
五
拾
人
程
之
者
共
、
銘
々
厳
敷
一
一
ふ
も
ん
せ
め
之
吟
味
有
之
、
右
人
数
、
六
左
衛
門
、

与
右
衛
門
、
惣
兵
衛
、
文
四
郎
、
惣
右
衛
門
五
人
は
入
牢
被
申
付
、
与
惣
右
衛
門
、
与
七
、
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金
右
衛
門
、
次
郎
七
、
弥
一
若
衛
門
、
右
五
人
ハ
手
錠
郷
預
ケ
ニ
相
成
、
数
日
之
間
、
日
相
払
候
趣
其
分
ハ
壱
俵
一
一
付
代
銭
六
貫
八
百
文
余
一
一
も
有
之
候
、
右
下
直
下
米
代
金
積

４

々
前
同
様
厳
敷
吟
味
有
之
、
右
御
年
貢
不
納
高
三
百
俵
程
之
処
、
銘
々
田
畑
・
農
馬
、
ヲ
以
御
地
頭
所
之
勘
定
相
立
候
趣
二
御
座
候
、
前
之
通
銘
々
御
筈
之
落
着
申
渡
有
之
候
得
共
、
号

其
外
家
財
諸
道
具
、
衣
類
等
迄
売
払
候
儀
は
眼
前
右
四
郎
右
衛
門
差
図
ヲ
以
、
村
役
人
惣
百
性
共
一
統
之
難
渋
相
救
候
義
ハ
、
毛
頭
御
厭
可
申
儀
に
も
無
之
所
、
右
様
地
頭
所
之
靴

と
も
立
会
之
儀
有
之
、
右
之
品
々
代
金
ヲ
以
米
三
斗
三
升
入
壱
俵
代
銭
弐
貫
四
百
六
拾
三
憐
悪
相
省
キ
、
非
分
取
斗
無
躰
之
振
向
二
逢
、
只
今
以
惣
身
手
足
共
二
痛
、
往
々
農
業
稼
要

峨
岫
楜
鵬
洲
魅
飾
山
Ｉ
哨
斯
棚
鯛
倣
鯏
肌
鰔
燗
鯏
棚
Ⅶ
蠅
肚
洲
剛
尽
棚
川
緬
州
繩
泣
鯏
》
肺
帆
舳
柵
撒
州
雛
脱
順
仙
術
ま
い
誼
仙
鳴
損
Ｉ
峨
鯆
州
倣
硫
馴
へ
岫
綱
辮
臓
州
棚
１
泊
碑

霊
雛
議
澱
蕊
霊
蕊
窪
識
霊
旧
雲
蕊
蓬
篶
蕊
蕊
澤
蕊
蕊

凸
Ⅵ
ｈ
・

（
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マ
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左
衛
門
、
文
四
郎
、
一
二
人
義
は
是
迄
吟
味
詰
と
申
義
も
無
之
、
去
冬
中
江
戸
表
地
頭
所
江
妾
以
難
渋
当
惑
仕
候
間
、
無
是
非
此
度
罷
出
、
不
顧
恐
ヲ
御
歎
願
奉
申
上
候
、
何
卒
格
別
秋

難
渋
願
罷
出
候
者
と
も
江
重
立
候
哉
之
趣
以
、
村
所
払
被
申
付
、
其
余
入
牢
手
錠
之
者
共
、
之
御
慈
非
ヲ
以
右
躰
之
始
末
御
賢
察
被
成
下
置
、
夫
食
御
救
被
下
置
候
上
、
先
前
之
通
村

銘
々
差
免
二
相
成
、
前
書
江
戸
表
江
地
頭
処
よ
り
呼
出
候
付
出
府
仕
候
、
村
役
人
名
主
弥
方
隠
便
二
相
済
、
百
性
永
続
相
成
候
様
乍
恐
御
仁
恵
之
御
沙
汰
幾
重
に
も
奉
願
上
候
、
尤

右
衛
門
義
ハ
帰
村
之
上
、
年
貢
取
立
方
等
閑
二
候
趣
二
而
、
名
主
退
役
、
組
頭
惣
左
衛
門
、
奉
願
上
候
通
少
も
偽
等
決
而
無
御
座
候
、
此
上
委
細
之
儀
は
御
尋
之
節
口
上
ヲ
以
可
奉
申

佐
治
右
衛
門
義
は
出
府
中
、
小
前
共
難
渋
申
立
候
儀
二
相
泥
候
哉
も
有
之
候
趣
を
以
、
右
上
候
、
以
上

両
人
之
戸
〆
被
申
付
、
楢
又
当
村
方
義
ハ
右
奉
申
上
候
通
前
々
６
－
村
一
躰
之
仕
来
り
二

天
保
七
申
年
六
月

夫
而
、
生
得
正
路
実
躰
之
者
二
有
之
候
を
、
右
様
退
役
被
申
付
、
其
後
御
水
帳
村
方
諸
帳
面
仁
賀
保
、
王
膳
知
行
所

秀
類
不
残
右
役
場
へ
取
上
ニ
相
成
、
石
商
其
余
軒
別
等
、
銘
々
一
村
上
下
両
村
二
仕
訳
分
郷
い
出
羽
国
由
利
郡
小
国
村

御
上
様

㈱
紅
灘
驍
灘
騨
鱸
蕊
溌
蕊
蕊
＊
前
百
性
惣
㈹
蕊
剛

高
才
啄
候
川
β
ヤ
ヲ
又
》
寸
吋
＄
Ｚ
ｔ
ナ
ｔ
淀
昆
・
↑
医
』
予
定

々
勝
手
馴
合
ヲ
以
一
村
両
郷
之
仕
分
仕
候
義
と
奉
存
候

藤
右
衛
門

与
右
衛
門

I

是
以
第
一
詣
役
出
銭
等
之
出
方
二
相
拘
り
、
往
々
惣
百
性
難
渋
之
堆
二
御
座
候
、
一
躰

右
四
郎
右
術
門
義
は
大
有
福
一
一
而
、
大
船
処
持
い
た
し
、
巌
同
江
往
来
簡
竿
致
し
候
樫
の

も
の
に
有
之
候
、
本
ハ
御
役
筏
之
権
威
ヲ
ふ
ま
ひ
筏
侭
欲
心
増
圧
い
た
し
、
大
切
之
御
役

疑
を
も
亡
却
い
た
し
、
村
之
役
人
辿
も
内
分
勝
手
を
以
巾
付
概
、
万
一
利
非
当
然
之
錠
を

申
出
、
四
郎
右
衛
門
存
愈
二
相
背
候
も
の
ハ
無
躰
之
仕
齪
等
叩
付
候
凝
有
之
、
右
地
噸
所

用
役
中
岻
庄
左
衛
門
儀
は
、
去
冬
中
小
前
惣
代
共
江
戸
炎
之
吟
味
受
候
瑚
之
筏
も
、
地
頭

所
思
召
慈
愛
之
始
末
等
追
々
被
仰
聞
候
礎
の
仁
二
而
、
非
分
取
斗
杯
有
之
候
仁
と
ハ
不
奉

存
候
、
然
る
を
右
庄
左
衛
門
初
而
同
許
江
下
向
被
致
候
を
兇
侮
り
、
四
郎
右
衛
門
儀
自
己

の
悪
意
を
押
隠
し
、
〃
無
有
隔
に
任
せ
品
能
取
掠
候
義
と
泰
存
候
、
同
人
淀
追
々
私
欲
之

風
州
靴
々
有
之
、
其
内
近
来
去
る
巳
の
と
し
稀
な
る
凶
作
に
付
、
村
々
二
而
仕
来
之
酒
造

皆
止
申
付
礎
な
が
ら
、
四
郎
右
衛
門
方
二
而
内
々
酒
造
致
、
多
分
の
充
徳
を
も
私
欲
い
た

し
候
趣
、
猫
又
大
凶
作
二
付
、
地
頭
所
囲
米
之
内
代
金
下
面
一
一
而
、
夫
食
手
当
之
為
村
々

に
下
米
二
相
成
候
は
、
壱
俵
二
付
代
金
弐
分
宛
有
之
候
所
、
其
余
右
朋
米
之
内
多
分
他
処
江

E
P

辰
ｒ

夛ク

『
丘

前
詳
之
通
村
方
小
前
惣
代
と
し
て
、
惣
兵
衛
、
与
右
衛
門
、
藤
右
衛
門
、
右
三
人
之
者

共
義
、
当
月
朔
日
、
大
久
保
加
賀
守
様
江
御
駕
寵
御
訴
訟
奉
申
上
候
処
、
右
は
差
越
願
之

義
に
付
、
私
共
御
地
頭
所
様
へ
御
引
渡
一
一
相
成
候
付
、
右
始
末
御
吟
味
之
上
何
レ
御
慈
悲

の
御
沙
汰
ヲ
も
可
被
成
下
候
趣
、
御
和
解
有
迄
、
右
三
人
之
者
共
御
吟
味
中
桜
田
備
前
町

相
模
躍
利
兵
衛
方
江
宿
頂
ヶ
被
仰
付
置
、
猶
又
小
前
之
内
、
喜
六
、
次
郎
七
、
文
四
郎
義
も

出
府
仕
、
同
三
日
、
御
地
頭
所
様
一
一
駈
込
、
前
同
様
之
始
末
御
願
申
上
候
得
と
も
、
右
同
宿

随
江
御
預
ヶ
被
仰
付
、
恐
入
相
慎
罷
在
、
然
所
右
惣
兵
衛
外
弐
人
義
ハ
、
当
月
二
日
、
四
日

両
度
御
呼
出
し
迄
、
御
用
役
高
木
陣
蔵
様
一
通
り
御
吟
味
の
上
、
右
は
御
用
役
中
嶋
庄
左

衛
門
様
御
国
一
兀
御
知
行
中
、
殊
一
一
御
同
人
様
御
取
斗
を
も
有
之
候
二
付
、
無
程
庄
左
衛
門

様
御
帰
府
之
上
、
篤
と
御
吟
味
御
座
候
趣
被
仰
聞
、
其
後
御
同
人
様
御
帰
府
二
付
、
同
月

十
六
日
、
御
呼
出
し
、
右
両
人
様
御
立
会
、
庄
左
衛
門
様
御
壱
人
二
而
、
私
共
一
同
壱
人
限

之
御
吟
味
有
之
、
前
書
願
書
二
申
立
候
始
末
等
之
義
ハ
相
違
も
無
御
座
候
処
、
今
更
国
許

惣
兵
衛

■
Ｉ
■
■
■
口
且
■
汀
■
■
■
■
■
■
Ｕ
Ｖ
日
日
■
Ｔ
■
■
■
■
Ⅱ
り
０
１
，
Ａ
■
９
日
日
Ⅱ
■
８
０
Ⅱ
１
１
１
日
７
申
■
■
■
■
■
■
■

◆
●
１
１

必
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天保七年由利郡小国村百姓江戸出訴一件について

か
ね
て
念
願
で
あ
っ
た
矢
腸
町
の
大
井
家
文
番
の
調
査
に
、
今
村
義
孝
、
中
谷
雅
昭
の
両

氏
と
と
も
に
お
も
む
い
た
の
は
一
九
七
三
年
一
○
月
の
初
旬
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
丁
度
そ

の
日
、
鳥
海
山
に
初
雷
が
降
っ
た
底
冷
え
の
す
る
冬
の
お
と
ず
れ
の
間
近
い
こ
と
を
思
わ

せ
る
時
期
で
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
当
日
は
当
主
大
井
直
之
助
氏
と
奥
様
、
そ
れ
に

同
家
と
関
係
の
深
い
土
田
昭
三
氏
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
ヶ
月
余
り
後

の
同
年
士
一
月
上
旬
、
直
之
助
氏
の
計
報
に
接
し
た
だ
麓
く
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
生
前
氏
の
示
さ
れ
た
御
好
意
を
追
想
し
、
氏
の
御
冥
福
を
祈
る
も
の
で
あ
る
。

遠
川
川
郎
右
衛
門
様
御
側
脳
之
様
肝
二
而
、
惣
両
性
御
兇
蛉
可
被
遊
趣
一
一
御
兇
得
、
只
々

御
無
躰
之
漉
被
仰
州
、
此
上
唯
左
衛
門
様
御
吟
味
奉
諭
候
様
有
之
候
而
ハ
、
辿
も
両
性
可

為
退
転
之
外
無
御
唯
旋
と
黍
仔
、
此
上
靴
渋
籟
械
仕
候
間
、
無
是
非
此
殿
御
本
家
様
奉
御

継
、
御
愁
訴
奉
叩
肚
候
、
何
分
格
別
之
以
御
慈
悲
、
前
段
始
末
御
慨
察
被
為
成
下
可
州
成
候

御
淀
一
一
御
座
峡
は
、
、
私
比
御
地
蛾
所
江
も
御
棚
縦
被
成
下
概
、
村
〃
惣
両
性
一
同
御
肋

相
続
枡
成
候
様
、
侃
二
以
御
本
家
様
御
威
光
御
憐
悠
之
御
沙
汰
奉
噸
化
候
、
北
委
細
之
茂
は

以
川
上
可
泰
叩
上
候
、
以
止

い
Ⅷ
僻
．
』
、
１
判
Ｊ

’
１
↓
ノ
ー
，
〃

（
あ
と
が
き
） イー二

闘

御保
役猟
人ノL

II】郎
様
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